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県保健事務所所長の意向は、委託を受けた NGO スタッフもプロジェクトの研修の対象に加

えることで調整を図っていきたいというものであるが、日本側専門家は、NGO は短期間で入れ

替わる可能性もあり、非医療従事者スタッフを中心とする NGO スタッフを研修対象に加える

ことには否定的である。県保健事務所の Extension de Cobertura 担当官２名（調整・技術支援課

の Dr. Juan Maldonad 及び Lic. Lisandro Misael Cifuentes）と面会し、Extension de Cobertura とプロ

ジェクトとの調整事項について話し合った。日本側専門家と Extension de Cobertura 担当官の希

望する調整分野は以下のように異なっている。

本件に関しては、JCC において厚生省から調整にあたる担当者／担当部局が設定されること

が確認されている。プロジェクトにおいては、厚生省の担当者／担当部局及び県保健事務所の

Extension de Cobertura 担当官との調整・連携を図りつつ、NGO に保健サービスが委託された地

域でのプロジェクト活動についての方向性を決めていく必要がある。

（３）コミュニティに向けた活動を支援する専門家派遣の検討

帰国報告会において、出席者の中から「伝統医療に関するプロジェクトが作成した教材は、

スペイン語による記述文が多く、スペイン語を理解できない先住民に対する配慮に乏しい」と

の指摘があった。この教材は住民に配布するために作成されたものではなく、薬草インストラ

クターや薬草ボランティアが住民を指導するうえで、正しい知識や教え方の統一を図るために

作成されたものであり、問題はないと考える。他方、現在のように長期専門家がチーフ・アド

バイザー一人の状態では、保健スタッフを対象とした、あるいは保健スタッフを介した活動や

システムづくりに手一杯で、直接コミュニティに向けた活動には今後も十分な時間を割くこと

ができない可能性は高い。今後、先住民に、より配慮した活動をプロジェクトに期待するなら

ば、グ国の先住民、特に対象地域に多いマム語、キチェ語を母国語とする民族の文化・習慣に

精通した専門家の派遣も考慮すべきと考える。

（４）PDM の整理

現行の PDM はパイプライン専門家（現チーフ・アドバイザー）とカウンターパートが十分

に時間をかけてワークショップを重ね、作成されたもので、関係者の間で理解され、これに基

づいて活動が進められている。

しかしながら、PCM 手法の観点から、現行 PDM を見ると、次のようなことがいえる。

１）「活動 1‑1 乳児に対する保健サービスを改善するため、月ごとに死亡した乳児の症例と要因
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を分析する。」の中には、「保健サービスを改善する。」という目的のために、複数の活動項目

が含まれている。現行 PDM の中で活動 1‑1 に含まれている「人口調査の実施や地図の作成」

「乳児死亡に関する保健情報統計システムの改善」「県保健事務所によるモニタリング計画の

策定・実施」などは、保健サービスの改善を図るうえでの基盤整備に係るものとして整理し

たほうがわかりやすい。

２）活動 1‑1 に含まれている「乳児の両親たちに対する保健サービスの利用促進」は、「保健サ

ービスを改善する。」ための活動というよりは、コミュニティに対して行動変容を促すアプロ

ーチとして考えたほうがわかりやすい。

３）現在、アウトプット２の指標として設定されている「乳児の 80 ％以上が乳幼児健診を受診

する。」は、アウトプット１（活動 1‑6 乳幼児健診の実施を強化する）の達成度を測る指標に

もなり得る等、成果・指標・活動の関係をより適切に整理することが必要である。

４）栄養改善など、日常のこどもの健康状態を改善していくことが、呼吸器感染症や下痢症に

よる重症化の予防にもつながるという視点が現行 PDM では見えにくい。

５）現行指標はプロジェクトの終盤にならないと順調に達成に向かっているか否か判断が難し

いものが多いと思われる。活動が計画通りに進んでいるか、基盤整備が進んでいるかを途中

で確認できるよう、研修受講人数や保健スタッフへの技術移転の状況など、プロセスに関連

する指標の併用が考えられる。

2007 年 10 月に予定されている中間評価実施に向けて、できるだけ早い時期に、現行 PDM に

新たに加わった活動コンポーネントを付け加えると同時に、全体の整理・見直しを行う必要が

ある。
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11 月３日（金）８時 30 分～、ケツァルテナンゴ県プロジェクト関係者との協議、県保健事務所

グアテマラ側

Dr. Diego Manrique（県保健事務所／ Director area de Salud）
Lic.Lizardo Neftali Lopez （県保健事務所／ Gerente Financiero）
Dr. Juan Carlos Moir （県保健事務所／ Epidemiologia）
Lic. Violeta Isabel （県保健事務所看護課職員）

Lic. Carmen Ochoa （県保健事務所／心理学）

Lic. Lisandro Misael Cifuentes （県保健事務所／ Cobertura（NGO 連携業務））

Dr. Raul Alejandro Maldonado（Cajola 保健センターコーディネイター）

Lic. Merita Julissa Garcia （Cajola 保健センター保健師）

Lic. Gloria Rivera（Cajola 保健センター看護師）

Dr.Esmeralda Coyoy E（Cantel）
Lic. Rogelia Lionor Rivera（Xecam 保健ポスト看護師）

Dr. Ramon Boanerges Ovalle Soto（Cabrican 保健センターコーディネイター）

Lic. Roselia Victoria Ramos Ramirez（Paxoj 保健ポスト看護師）

Dr. Max Salvador Soto de Leon（Palestina 保健センターコーディネイター）

Sra. Elsy Alverty Morales Cifuentes de C.（Carmen 保健ポスト看護師）

日本側

光岡　真希（JICA グアテマラ駐在員事務所／企画調整員）

星川　精陽（JICA グアテマラ駐在員事務所／ボランティア調整員）

工藤　芙美子（チーフアドバイザー）

水野　定敏（プロジェクト業務調整員）

黒山　真弓（協力隊員　Xecam 保健ポスト）

波多野　桃（協力隊員　Cajola 保健センター）

保母　涼子（協力隊員　Emboscada 保健ポスト）

三浦　亜希（協力隊員　Carmen 保健ポスト）

平川　祥子（協力隊員　Huitan 保健ポスト）

11 月４日（土）９時 00 分～、Hotel at Qeetzaltenando City 青年海外協力隊員との協議

光岡　真希（JICA グアテマラ駐在員事務所／企画調整員）

星川　精陽（JICA グアテマラ駐在員事務所／ボランティア調整員）

黒山　真弓（協力隊員　Xecam 保健ポスト）

波多野　桃（協力隊員　Cajola 保健センター）

保母　涼子（協力隊員　Emboscada 保健ポスト）

三浦　亜希（協力隊員　Carmen 保健ポスト）

平川　祥子（協力隊員　Huitan 保健ポスト）

11 月４日（土）14 時 00 分～、プロジェクトチームとの打合せ

工藤　芙美子（チーフアドバイザー）

水野　定敏（プロジェクト業務調整員）

１． 主要面談者リスト



Dr. Edwin Asturias Director Direccion de Cooperacion Internacional
Leticia Ramirez Consultora de Cooperaciou Internacioual
Lic. Ada de Aldana Sub-Director Direccion de Coop. Int.
Dr. Juan Carlos Moir Epidemiologia

Dra. Glenda Martinez JICA

JCC

Dr. Jaime Gomez 
Cizel Zea Iriarte Ministerio de Salud Publica
Jose de Leon Ochoa Ministerio de Salud Publica
Vilma C. Villatoro Ministerio de Salud Publica
Rigoberta Rivera Vazquez Ministerio de Salud publica
Leticia Ramirez Consultora de Cooperaciou Internacioual
Lic. Ada de Aldana Sub-Director Direccion de Coop. Int.
Lic. Jorge Monteroso Director Coordinacion de Planificacion Estrategica
Lic. Ninette Sigui Fajardo Director Formacion de Recursos Humanos

Dr. Diego Manrique
Dr. Juan Carlos Moir Epidemiologia
Lic. Gloria Rivera Cajola
Lic. Roselia Victoria Ramos Ramirez Paxoj

JICA
JICA
JICA

Dra. Glenda Martinez JICA



プロジェクト

工藤　芙美子（チーフアドバイザー）

水野　定敏（プロジェクト業務調整員）

11 月９日　８時 30 分～ケツァルテナンゴ県保健事務所にて C ／ P にインタビュー

Lic. Carmen de Jesùs Ochoa Galicia de Gômez（県精神保健課チーフ）

Lic. Violeta Isabel（県看護課チーフ）

県統計課でデータ入手　

11 月９日　13 時 00 分～ Carmen 保健ポスト訪問、インタビュー

Sra. Elsy Alverty Morales Cifuentes de C.（准看護師）

11 月９日　14 時 00 分～ Palestina 保健センター訪問、インタビュー

Dr. Max Salvador Soto de Leon（コーディネーター）

Sra. Irma Yojana Navarro Gallo（准看護師）

11 月 10 日　８時 00 分～　ケツァルテナンゴ県保健事務所にて協議

Sra. Rutilia Ramos Rochè（Natural Medicine インストラクター）

Lic. Flor de Maria Alvarado de Moralez（県ソーシャルワーカー）

Dr. Juan Maldonado（県コーディネーション・技術支援課　Extension de Cobertura 担当)
Lic. Lisandro Misael Cifuentes （県　Extension de Cobertura 担当）

11 月 10 日　14 時 00 分～　ケツァルテナンゴ県保健事務所にて協議

工藤　芙美子（チーフアドバイザー）

水野　定敏（プロジェクト業務調整員）
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３． PDM（和訳版）
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